
大

省旨
匡司

抄

録

『
肇
域
士
山
』
の
成
立
|
|
明
末
経
世
皐
の
一
側
面
|
|

大

額

浩

淳
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顧
炎
武
に
『
肇
域
士
山
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
『
天
下
郡
図
利
病
書
』
と
針

を
潟
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
妙
木
で
し
か
俸
わ
っ
て
お
ら
ず
、
顧
炎
武
の

大
部
の
著
作
で
は
、
唯
一
出
版
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
は
東
洋
文
庫
に
遼
陽
に
関
す
る
部
分
の
零
本
と
京

都
大
皐
人
文
科
聞
宇
研
究
所
に
牽
濁
闘
立
中
央
闘
書
館
所
蔵
同
治
関
紗
本
の
景
印

本
が
あ
る
。

『
肇
域
士
山
』
の
成
立
を
考
え
る
に
は
、
蛍
時
の
経
世
致
用
の
皐
聞
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
嘗
世
の
務
」
を
意
識
し
、
地
方
の
利
弊
に
関
心
を

梯
う
と
い
う
意
味
で
の
経
世
致
用
を
考
え
る
と
き
、
一
定
の
主
題
を
意
識
し
た

時
論
の
前
提
と
し
て
現
状
を
知
る
こ
と
は
大
い
に
重
要
で
あ
っ
た
。
明
代
後
期

は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
通
俗
地
理
奪
回が
多
く
出
版
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

『
肇
域
志
』
を
こ
れ
ら
の
地
理
書
と
比
較
し
て
み
る
と
、
『
天
下
郡
園
利
病
書
』

と
は
異
な
る
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
地
理
書
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
名
人
や
名
勝
、
奮
跡
の

紹
介
だ
け
に
重
貼
を
置
く
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
個
別
地
域
の
現
貨
を
知
る
こ

と
に
あ
り
、
そ
の
性
格
は
衝
僻
や
繁
簡
と
い
う
風
俗
や
土
産
等
の
項
目
の
掲
載

に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
中
に
見
え
る
衝
繁
な
ど
の
吏

治
に
関
す
る
按
語
や
皇
甲
の
数
を
素
材
と
し
て
、
『
肇
域
志
』
の
用
い
た
史
料

を
検
討
す
る
こ
と
で
明
末
の
経
世
皐
の
一
端
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
鐙
裁

の
上
か
ら
い
っ
て
も
顔
炎
武
が
『
肇
域
志
』
で
篤
そ
う
と
し
た
意
図
は
、
明
末

の
地
理
書
に
見
ら
れ
た
鐙
例
を
さ
ら
に
整
理
し
、
明
確
に
歴
史
地
理
の
上
に
盛

系
づ
け
る
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
小
高
句
麗
園
」
の
存
否
問
題古

畑

徹

こ
こ
で
問
題
と
す
る
「
小
高
句
麗
園
」
と
は
、
日
野
開
三
郎
氏
が
、
唐
・
聖

暦
三
(
六
九
九
〉
年
か
ら
遼
・
紳
燭
一
一
一
(
九
一
八
)
年
ま
で
の
閥
、
遼
東
地
区

(
遼
寧
省
東
部
)
に
存
在
す
る
と
主
張
さ
れ
た
、
高
句
麗
王
の
子
孫
官
同
氏
を
王

と
す
る
王
園
の
こ
と
で
あ
る
(
『
日
野
関
三
郎
東
洋
史
皐
論
集
八
・
小
高
句
麗
園

の
研
究
』
一
一
一
一
書
房
、
一
九
八
四
、
原
裁
は
『
史
淵
』
六
一
-
一

l
一
O
九
、
一
九

五
四
J
七
二
〉
。
氏
は
、
高
句
麗
滅
亡
〈
六
六
八
年
)
以
後
に
散
見
す
る
「
高

麗
」
史
料
を
巧
み
な
論
理
で
繋
ぎ
合
わ
せ
て
そ
の
園
の
存
在
を
主
張
し
、
精
微

な
図
際
情
勢
分
析
を
踏
ま
え
て
そ
の
歴
史
を
復
元
さ
れ
た
。
そ
の
園
際
情
勢
分

析
は
特
に
す
ぐ
れ
、
『
小
高
句
麗
園
の
研
究
』
は
東
北
ア
ジ
ア
情
勢
を
研
究
す

る
際
の
必
讃
文
献
と
い
っ
て
よ
い
反
面
、
肝
心
の
「
小
高
句
麗
園
」
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
研
究
者
が
牢
信
半
疑
で
、
未
だ
そ
の
存
在
を
積
極
的
に
認
め
る
見

解
は
少
な
い
。
と
は
い
え
、
反
論
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
存
否
問
題
が
あ
い

ま
い
な
ま
ま
手
つ
か
ず
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
献
で
あ
る
。

本
渡
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
朕
を
打
破
す
べ
く
、
ま
ず
日
野
氏
が
「
小
高

句
麗
園
」
の
存
在
を
示
す
と
さ
れ
た
史
料
を
再
検
討
し
、
そ
の
見
解
の
問
題
貼
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を
明
確
に
し
た
い
。
つ
い
で
、
と
り
わ
け
問
題
と
恩
わ
れ
る
「
小
高
句
麗
園
」

の
建
園
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
、
七
世
紀
末
の
遼
東
情
勢
を
再
構
成
し
つ

つ
、
日
野
氏
が
建
園
を
一
示
す
と
さ
れ
た
事
件
が
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
。

宋

代

の

私

鋳

銭

宮

知

之

津

宋
代
貨
幣
の
第
一
の
機
能
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
園
家
的
支
排
手
段
(
官
僚
・

軍
隊
へ
の
俸
給
支
排
、
和
緩
和
買
代
債
の
支
携
、
租
税
徴
収
)
に
あ
り
、
そ
れ

に
基
づ
く
信
用
を
基
礎
と
し
て
一
般
的
交
換
手
段
と
し
て
も
機
能
し
た
。
つ
ま

り
図
家
が
最
終
的
に
は
必
ず
受
け
取
る
と
い
う
園
家
的
信
用
が
、
園
家
と
社
曾

の
聞
の
物
流
関
係
を
媒
介
し
、
ま
た
孤
立
的
な
農
村
市
場
を
全
図
的
流
通
に
組

織
す
る
貨
幣
の
役
割
を
保
護
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
園
家

夜
行
の
貨
幣
に
と
っ
て
私
鈴
銭
の
設
生
は
、
そ
の
信
用
を
脅
か
す
重
大
な
問
題

で
あ
っ
た
。
本
報
告
は
、
封
象
を
小
一や
銅
銭
に
の
み
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
私
鋳
銭

褒
生
の
原
因
、
流
通
状
況
、
宋
朝
の
針
策
等
を
検
討
し
、
好
銭
私
鋳
は
経
済
的

に
成
り
立
た
な
い
こ
と
、
民
関
市
場
で
は
悪
銭
私
鈴
は
限
ら
れ
た
通
用
力
を
も

つ
が
基
本
的
に
は
排
除
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
唐
五
代
に
お
け
る
貨
鰐
流
通
の
二
元
性
(
園
家
と
の
貨
幣
支
携
関
係
に
お

け
る
好
銭
の
使
用
、
社
舎
に
お
け
る
悪
銭
の
流
通
〉
と
異
な
っ
て
、
園
家
と
祉

曾
の
聞
の
貨
幣
流
通
と
祉
禽
内
部
の
貨
幣
流
通
と
が
二
元
化
せ
ず
、
官
銭
に
よ

る
統
一
が
寅
現
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
。

近
代
中
園
農
村
の
経
済
と
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

JI! 

井

'悟

「牢
封
建
学
植
民
地
経
済
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
て
き
た
一
九
二

0
年
代
か
ら

三

0
年
代
の
中
園
農
村
。
こ
の
農
村
地
域
に
も
商
品
質
幣
経
済
は
着
賞
に
浸
透

し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
土
地
問
題
、
商
業
・
高
利
貸
の
問
題

か
ら
、
家
族
・
同
族
・
村
落
の
人
間
関
係
、
政
治
権
力
の
問
題
、
教
育
の
問

題
、
は
て
は
農
業
生
産
力
の
低
位
お
よ
び
飢
餓
の
問
題
に
い
た
る
一
連
の
難
問

題
を
、
政
治
権
力
の
拙
皮
革
や
人
聞
の
意
識
の
同
皮
革
に
よ
ら
ず
に
、
主
と
し
て
経

済
政
策
や
経
済
活
動
の
基
盤
を
な
す
基
礎
橋
、
造
の
建
設
に
よ
っ
て
「
解
決
」
し

よ
う
と
い
う
の
が
経
済
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
た
ち
の
方
策
で
あ
る
。

本
報
告
は
、
一
九
二

Ol--
一0
年
代
に
、
華
洋
義
賑
倉
、
全
園
経
済
委
員
舎

お
よ
び
そ
の
周
迭
の
経
済
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
経
済

建
設
政
策
の
い
く
つ
か
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
二

O
年
の
大
皐
魅
を
き
っ
か
け
に
河
北
省
で
農
村
信
用
合
作
祉
を
普
及

さ
せ
各
地
で
土
木
工
事
を
行
っ
た
筆
洋
義
賑
舎
、
一
九
一
二
一
年
以
来
公
路
建
設

や
水
利
土
木
工
事
を
質
施
し
、
棉
花
・
窓
繭
・
茶
葉
の
品
質
改
良
を
行
い
、
中

圏
各
地
各
業
の
経
済
調
査
と
改
善
案
を
設
表
し
た
全
園
経
済
委
員
舎
は
、
そ
う

し
た
経
済
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
多
く
集
ま
っ
た
機
関
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
残
し

た
報
告
書
を
も
と
に
活
動
項
目
を
羅
列
し
た
り
、
数
々
の
成
果
を
そ
の
限
界
ゆ

え
に
一
言
で
片
づ
け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
寅
際
の
政
策
寅
施

に
あ
た
っ
て
の
彼
ら
の
専
門
的
技
術
的
意
見
と
、
社
曾
経
済
シ
ス
テ
ム
に
関
係

す
る
夜
言
を
再
吟
味
し
た
い
と
思
う
。
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